
神奈川大学 ・漸江大学 第11回 日中学術交流シンポジウムの報告

人文学研究所所長 鈴 木 陽 一

1実 施 され た 日程

11月4日(日)金 建 人,鈴 木 に よる成 田出迎 え。

11月5日(月)午 前 中打 ち合 わせ,午 後1時 よ り20-301に おい て特 別 シ ンポ ジウム 「金庸

作 品の魅力 を探 る」 開催。

11月6日(火)午 前,午 後 を通 して通 常 の形式 で シ ンポ ジウム を開催 。夕 刻 よ りラ ックス

ホール にお いて歓迎 宴。

11月7日(水)金 庸,陳 平 原,鈴 木の 三名 は広 報 課主 催 の座談 会 に参 加。漸 江 大 の他 の メ

ンバ ーは学 内見 学。 午後2:40よ り張 涌泉氏 は学生,及 び市 民対 象の講演 を行 う。

また,午 後3:00よ り今 後の学術 交流 のあ り方につい て討論。

11月8日(木)金 沢文庫,鎌 倉 の 圓畳 寺,建 長 寺 な どを見学 。

11月9日(金)経 済関係 の メ ンバ ー と共 にお 台場 な どを見学 。

11月10日(土)帰 国。

2シ ンポジウムの概要

本年のシンポジウムは全体テーマを 「歴史 と文学の境界」 とし,全 体を三部門にわけ,三 日間に分け

て行われた。そのおよその内容は以下の通 りである。

*11月5日(月):シ ンポ1=特 別シンポ 「歴史 と文学 一 金庸作品の魅力をめぐって」

金庸氏(漸 江大学人文学院長)に 基調講演 を御願い し,陳 平原(北 京大学教授),王 勇(断 江大学

日本文化研究所所長),蓼 可斌(漸 江大学人文学院副院長),岡 崎由美(早 稲 田大学教授),金 文京(京

都大学教授)の 各パネラーがそれぞれの専門的立場か ら発言 した。陳平原 と蓼可斌氏は中国での金庸の

受容のあ り方について報告 し,王 勇氏 は日中間での武侠小説の違いについて発言 した。 また,金 文京氏

は金庸氏の作品に見える辺境 と辺境に暮 らす少数民族 について発言 し,岡 崎由美氏 は金庸の格闘シー ン

の描写について発言 した。シンポジウムは一旦休憩 した後,主 としてパネラー及び会場からの質問に直

接金庸氏が答えるとい う形式で行われた。司会は金建人(本 学特任教授,漸 江大学教授)と 鈴木陽一が

担当 した。

*11月6日(火)

午前:日 中比較文化の視点か ら

佐野賢治(本 学教授)「 十三塚 と十三オボー塚の比較民俗学一」

山口建治(本 学教授)「 散楽の伝来 とヲコ(鳥p/鳴 呼)の 語源」

午後:歴 史 と文学 一叙述の言説 をめ ぐって

楼含松(漸 江大学教授)「 古代小説与歴史的関係」

徐岱(漸 江大学教授)「 『愛生」の哲学一 金庸小説的美学考慮」

小林一美(本 学教授〉「日本 と中国における民衆運動 と通俗文学一その比較的考察一」

石井美樹子(本 学教授)「 不貞の とがで裁判に引 き出される王妃

一 シェイクスピアの 『冬物語』における歴史的な事実一」

*11月7日(水)
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張湧泉(漸 江大学教授)「 日本漢字探源二題」

3総 括

今回の特別 シンポジウムは,金 庸氏 の来 日により多 くの参加者を迎えることがで きたこと,ま た各方

面 の御協力により,金 庸 シンポジウムとしては現在最 もふ さわ しいパネラーを招聰で きたことは大いな

る成果である。この結果,本 シンポジウムはメデ ィアの取 り上げることとな り,大 修館の月刊雑誌 「し

にか」11月 号,東 方書店及び内山書店のPR誌 にそれぞれ詳細 な案内が掲載 された。 また金庸氏の小説

の翻訳 を刊行 してい る徳 間書店 は,10月 出版の作品の折 り込み に本 シンポジウムの案内 を掲載 した。

この他にNHK教 育 テレビの中国語講座が金庸氏 にイ ンタビューを行 い,1月18日 に金庸氏が神奈川大

学 との シンポジウムのために来日した旨の コメン ト付 きで放映 された。更にチャイナ大富(CSの 中国

語専門チャンネル)の 社長が,自 らインタビューに訪れ,放 映は未定ながら,そ の一部が同チャンネル

の番組案内週刊誌 に掲載 されている。

当 日はPRの かいもあって,23-301は4時 間余 りほぼ満員の状態が続 き,一 時は相 当数の立ち見が

出るほどの盛況であった。 また,本 学の学生(留 学生 も含 む)と 共に,他 大学か らの参加者が多かった

ことも今回のシンポの特色であった。 こちらの掌握 している限 りでは,九 州か らの参加者 もあった。

今回のシンポジウムの成功の最大の理由は,漸 江大学人文学院の指導部の全面的協力のもと御高齢の

金庸氏の来 日が実現 したことによるが,そ の背景に10年 を越 える交流 を通 じて本学 と漸江大学 との間

に築かれた信頼の絆があったことを忘れることはで きない。長期 に渡 る交流の中で,日 中双方の,中 国

の諺にい う 「井戸 を掘 った人々」の多年の苦労に謝意を表する。

また今回のシンポに際 しての人文学会の甚大 な協力,更 に国際交流セ ンターは じめ学内の各方面の協

力に対 して深甚なる謝意を表する。

今回の シンポジウムの成功は,シ ンポジウムの もつプラス面が最大に発揮 された ものであると共に,

通例のタイプのシンポジウムを同時に開催することによって,そ の限界 も極 めて明瞭になった。シンポ

ジウムは学術交流の成果 を公開,交 換するものではあるが,地 道な共同研究に取 って代 わるものではな

いとい うことが明らかになった。後でも述べるように,両 校の学術交流の発展のために継続 されてきた

シンポジウムは,こ れまでにない充実 した内容 と数多 くの参加者 という成果 を挙げ,と りあえずその歴

史的役割 を終えたのである。

4今 後の交流のあ り方について

本学人文学研究所,漸 江大学人文学院,同 日本文化研究所 は今後の交流 について議論 を行った。以下,

合意 された内容 を箇条書 きで列挙する。

①全学交流協定の調印問題 については,{折 江大学側が再度学長に調印を促すこと,そ れが難 しい場合

には双方が両大学の副学長による調印の道を探 ることで合意 した。

②双方は全学交流協定の調印問題が主 として漸江大学側の事情から容易ならざる状況 にあることを共

通の認識 とし,解 決への努力は惜 しむものではないが,全 学協定問題がどのように決着 した として も,

これまでの成果 を踏まえなが ら,本 学の人文学研究所 と漸江大学の人文学院及び日本文化研究所は交流

を継続 し,更 にレベルの高い学術交流を目指 して双方が努力 してい くことで意見の一致を見た。

なお,全 学協定が締結 されないまま交流 を行 う場合,断 江大学側 には財政面での大 きな障害 はないが,

本学の人文学研究所 においては予算的措置が保証 されない という問題があることを双方が認識 した。

③今後の学術交流の継続にあたっては,シ ンポジウム形式 は必ず しも採 らないこと,予 めスタイルを

定めての交流は避けること,着 実で多様 な成果が得 られるよう,交 流の内容 と方法について双方で検討

し,話 し合ってい くことを確認 した。また,研 究のテーマに即 して,そ れぞれの大学が有するネ ットワ
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一クを活用 し
,他 大学,他 研究機関のメンバーを組織 した研究交流 をも行 うことで合意 した。

④今後の交流の際の費用の負担 については日本文化研究所王勇所長より本学人文学研究所及び漸江大

学の人文学院に対 して以下の申し出があった。

*相 互 に訪問する場合,航 空運賃については訪問する側が全額負担 し,滞 在費について受け入れ側が

負担する。

*滞 在費の負担 については,「 宿泊数 ×宿泊者数」のいわゆる延べ人数 を同数とすることで負担の平

等 を目指す。

この申し出の うち運賃については双方が同意 した。滞在費の問題は,本 研究所は基本的に同意 し,人

文学院側 からは前向きに検討するが,財 政的な問題なので,回 答を保留する旨発言があった。
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講 演 会 要 旨

開催 日:2001年6月20日(水 〉午後3時 ～午後5

時

会 場:神 奈川大学人文学研究所資料室(17号

館216号 室)

講演者:ホ イ ト・ロング氏(ミ シガン大学東洋言

語文化学部)

演 題:「 日本の環境文学 と 『自然」その概念

一比較環境文学の可能性 と困難さ一」

ア メリカ にお け る環境 文学 ・エ コ クリテ ィシズ

ムの発 達 は,主 と して1960年 代 の環境 問題 の表

面化 とそれ に対 す る環境 文学 の盛 り上 が りに始 ま

る。1980年 代 後 半 には環 境 文学 研 究 が活 発 とな

り,1990年 代 に 入 って か らは,環 境 文学 とエ コ

ク リテ ィシ ズ ムの学 者 が増 えて い る。1992年 に

ASLE(AssociationfortheStudyofLiteratureand

Environment)と い う学会 が正式 に創立 され た。

こ こで,環 境文 学 とは簡潔 には人 間社 会 と自然

環境 との 関係 を主 な題材 と して書 か れた文学作 品

で あ り,ヘ ン リー ・ソロー,ジ ョン ・ミュア,レ

ーチ ェル ・カー ソンな どが代 表 的であ る。しか し,

ロー ラ ンス ・ビュール な どは環境文学 を どう定義

すべ きか に よ り詳 しい指針 を挙 げてい る。 これに

対 して,エ コクリテ ィシズムとは,自 然に焦点を

あてて,環 境 と人間の関係 を中心に作品を分析す

る文学の解釈方法である。

こうした,環 境 ・文学評論はアメリカから日本

にももたらされ1994年 には環境 ・文学会(ASLE-

Japan)が 設立 されている。

アメリカから日本へ というプロセスにおいて日

本における環境 ・文学評論 には2つ の一般化論が

発生する傾向がある。1つ は,オ リエ ンタリズム

的な一般化論であ り,も う一つは西洋に解決があ

るとい う一般化論である。前者 は,近 代化以前の

日本文化や伝統に今の環境問題 を解決するための

手がか りがあると考えるもので,後 者は西洋の文

化 に解決方法を探 るべ きであると考 えるものであ

る。 しか し,い ずれの一般化論においても,近 代

を看過 して しまう点 と,「 自然」 とい う概念の多

様性 を隠蔽する という点で問題があると考えられ

る。

日本における環境 ・文学評論の本来のあるべ き

姿 は,日 本文学を通 して,「 自然」 とい う概念 の

多様性 ・多義性 を知ることであると考える。

(文責:松 本安生)
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